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Ⅸ　資料

１　平成３０年度年度計画

Ⅰ　教育に関する目標を達成するための措置

　1　専門職業人の育成に関する目標を達成するための措置

　 項目番号１  　【重点取組項目】

・　両学部の学生が協働して地域課題に取り組み、それぞれの専門性を理解しながら異分野連携に必

要な基礎的知識・技術・態度を習得する２年次前期開講科目「学部連携基礎論」、その基礎を踏ま

えて課題解決プロセスを習得する３年次後期開講科目「学部連携演習」等の地域志向科目を、シラ

バスに基づき着実に実施する。

・　「学部連携演習」の成果について、卒業時の教育評価アンケートを基に経年的な検証を行う。

〔指標〕　卒業時に地域の課題発見、解決提案する能力が身に付いたと認識した学生の割合：65％
　 項目番号２  
・　共通教育科目の外国語科目により基礎的な外国語力を養うとともに、特に英語については新入生

に対するTOEIC1試験を実施する。

・　既存の科目において、国際的な共通性と多様性への理解を深めるための内容を充実する。

〔指標〕　TOEIC受験率（１年次）：100％
〔指標〕　卒業時に国際的な文化の理解を深めたと認識した学生の割合：60％
　 項目番号３  
・　［デザイン学部］カリキュラムを着実に運用するとともに、特に３年次前期開講科目「デザイン

総合実習Ⅲ」において専門コース間による連携授業を実施し、互いの専門性を客観的に理解させる

とともに、専門職業人としてのデザイン、コミュニケーション等の実践能力を養う。

　　〔指標〕　卒業時に社会で活用できるデザイン、コミュニケーション等の実践能力向上を認識し

た学生の割合：60％
　 項目番号４  
・　［デザイン学部］３年次後期開講科目「デザイン総合実習Ⅳ」において企業や外部機関と連携し

た授業を実施し、専門職業人として地域や仕事の現場で活躍できる実践能力を養う。

〔指標〕　専門科目における企業等連携課題の実施：１件

　 項目番号５  
・　［看護学部・助産学専攻科］OSCE2やシミュレーターを用いた実践型教育を効果的に実施し、

看護実践能力及び助産実践能力の向上を図る。

〔指標〕　［看護学部］卒業時の看護実践能力の達成度：7.5（10段階自己評価）

〔指標〕　［助産学専攻科］修了時の助産実践能力の到達度：6.5（10段階自己評価）

　 項目番号６  
・　［看護学部］道内の保健医療機関との関係構築を通じて、臨地教員3が関わる授業を積極的に行

い、実際の臨床現場の理解を促す。

〔指標〕　専門科目における臨地教員の活用：29科目

　 項目番号７  
・　［大学院博士前期課程］実践的な演習・実習に加えて、研究指導教員による専門的な研究指導を

行い、地域や仕事の現場を先導できる課題解決能力やマネジメント能力等を養う。

〔指標〕　［デザイン研究科］修了時における在学中の教育に対する総合的満足度（直近３年間平

均）：80％（５段階自己評価）

1　TOEIC（Test of English for International Communication）
　国際コミュニケーション英語能力テスト。英語を母語としない者向けの試験で、日本では一般財団法人国際ビジネスコミュニケー

ション協会が実施している。

2　OSCE（Objective Structured Clinical Examination）
　客観的臨床能力試験。ペーパーテストによる知識重視の教育ではなく、判断力・技術力・マナーなど実際の現場で必要とされる臨

床技能の習得を適正に評価する。

3　臨地教員

　医療機関等から招き、実際の現場の実践的能力を教授する現役の看護師・保健師・助産師等
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〔指標〕　［看護学研究科］修了時における在学中の教育に対する総合的満足度（直近３年間平

均）：90％（４段階自己評価）

　 項目番号８  
・　［大学院博士後期課程］１年次の研究計画書の立案・審査、２年次の公開発表会、３年次の学位

審査を通して、自立的かつ計画的に研究活動を進める能力を養う。また、研究指導教員による専門

的な研究指導に加え、他の教員の助言・指導を通して学生の幅広い視野を養う。

〔指標〕　博士後期課程研究計画書審査：３件

　２　学生に対する支援に関する目標を達成するための措置

　 項目番号９  
・　［デザイン学部］キャリアガイダンスを開催するとともに、キャリア教育科目「キャリアデザ

イン」「インターンシップ」を開講する。また、キャリア支援4室において進路希望に対応したサ

ポートを行う。

・　［看護学部］キャリアガイダンスを開催するとともに、国家試験対策を含めたキャリア支援対策

講座を計画的に実施する。また、キャリア支援相談室において学生の要望に応じた進路支援を随時

行う。

〔指標〕　［デザイン学部］就職内定率（直近３年間平均）：93％
〔指標〕　［デザイン学部］キャリアガイダンスの開催：10回
〔指標〕　［看護学部］就職内定率（直近３年間平均）：97％
〔指標〕　［看護学部］キャリア支援対策講座の開催：８回

　 項目番号10  
・　授業料減額免除の制度により、家計基準及び成績基準に該当する者に対し、経済的な支援を実施

する。

〔指標〕　経済的理由による退学者：なし

　 項目番号11  
・　「キャンパスの活用等に関するプラン5」に基づき、芸術の森キャンパスのC棟及びE棟に自動扉

を、桑園キャンパスの管理実習棟に多目的トイレを設置する。

・　「障害者差別解消法」及び「障害を理由とする差別の解消の推進に関する対応要領」について、

教職員や学生に対する啓発・研修等を実施する。

〔指標〕　「キャンパスの活用等に関するプラン」に基づくバリアフリー6工事の計画的な執行

〔指標〕　「障害者差別解消法」及び「障害を理由とする差別の解消の推進に関する対応要領」につ

いての教職員及び学生への周知：１回

　 項目番号12  
・　学生のメンタルヘルスに対する教職員の理解を深めるため、研修会等を実施する。

・　本学のメンター7制度を理解し効果的なメンター活動につなげるため、新任教員に対するガイダ

ンスを実施する。

〔指標〕　学生のメンタルヘルスに関する教職員向け研修の実施：１回

〔指標〕　新任教員に対するメンターガイダンスの実施：１回

　 項目番号13  
・　留学生の日本語能力の向上を目的として、デザイン研究科の前期・後期においてそれぞれ日本語

講座を開講し、受講者アンケート等により効果検証を行う。

〔指標〕　日本語能力の向上に役立ったと認識した留学生の割合：80％

4　キャリア支援

　学生に対して行う就職支援や進路支援。学生が卒業・修了後の進路を主体的に選択し、社会的・職業的な自立を図るために必要な

能力を培い活動するための支援

5　キャンパスの活用等に関するプラン

　本学の構内において、誰もが快適に活動できる施設・設備や、機能・魅力の向上に資する整備等を進めることを目的に策定した長

期的な計画（平成 29 ～ 38 年度）

6　バリアフリー

　高齢者や障がい者など社会的弱者が、社会生活の上で支障となる物理的・社会的・制度的・心理的など全ての障壁を除去すること。

7　メンター

　学生に対して学業上の問題だけではなく生活面においても助言や支援を行う者。一人の教員が学生を個別に担当し、定期的・継続

的に対話を行い、気軽に相談できるようにしている。
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Ⅱ　研究に関する目標を達成するための措置

　１　特色のある活発な研究の推進に関する目標を達成するための措置

　 項目番号14  　【重点取組項目】

・　学内の競争的資金8である共同研究費を通じて、デザイン・看護の両分野の連携や外部機関との

連携による研究課題に対して重点的に支援する。

〔指標〕　デザインと看護の両分野の連携による研究：６件

　 項目番号15  
・　学内の競争的資金である学術奨励研究費や共同研究費において、超高齢社会への対応、地域コ

ミュニティの再生、地域産業の振興など、北海道や札幌などの地域特性・地域課題等に関する研究

を推進する。

〔指標〕　地域特性や地域課題等に関する研究：15件
　 項目番号16  
・　［デザイン学部］３年次後期開講科目「デザイン総合実習Ⅳ」等における企業や外部機関と連携

した取組から、社会において有用性の高い研究を推進するための課題を抽出する。

〔指標〕　企業や外部機関との連携による課題研究：１件

　２　研究機関としての地位の向上に関する目標を達成するための措置

　 項目番号17  
・　e-Rad（府省共通研究開発管理システム）を中心とした様々な外部資金の募集情報を定期的に周

知する。

・　科学研究費助成事業9への効果的な申請支援策を展開し、申請を積極的に行う。

〔指標〕　教員向け情報提供：３回

〔指標〕　科学研究費助成事業への新規申請：対象教員10の40％
　 項目番号18  
・　学術奨励研究費の「国際学会・国際展示会等発表者補助」「学術論文掲載料等補助」を運用し、

教員の研究成果について国内外へ積極的に発表する。

〔指標〕　国際学会・国際展示における研究成果の発表：11件

Ⅲ　地域貢献に関する目標を達成するための措置

　１　地域産業及び地域医療への貢献に関する目標を達成するための措置

　 項目番号19  　【重点取組項目】

・　産業界及び保健・医療・福祉業界等とのネットワークや展示会への出展などを通じて、地域産学

連携協力依頼11の制度を周知するとともに、外部機関との契約支援や研究成果の知財化支援12等の

体制を充実し、産学連携活動の増進を図る。

〔指標〕　産業界及び保健・医療・福祉業界等からの地域産学連携協力依頼の受諾：８件

　 項目番号20  
・　［デザイン学部］キャリアガイダンスの一環として開催する異業種公開座談会や学内企業セミ

ナーにおいて、北海道・札幌市内の企業担当者を招き、求人の紹介や個別相談等を通して、当該企

業の情報を提供する。

・　［デザイン学部］キャリア教育科目「インターンシップ」において、北海道・札幌市内の企業等

へ学生を派遣する。

8　競争的資金

　研究課題を公募の上、複数の者による客観的かつ厳正な審査を経て優れた課題を採択し、研究者に配分する研究資金

9　科学研究費助成事業

　文部科学省及び独立行政法人日本学術振興会が実施する助成事業。全ての分野にわたり基礎から応用までのあらゆる学術研究を格

段に発展させることを目的に競争的資金を助成する。

10　対象教員

　休職者や定年退職予定者等を除いた科学研究費補助事業に応募資格のある専任教員。なお、第三期中期計画期間の最終年度である

平成 35 年度までに、在籍した教員総数の 90％の申請を目指す予定である。

11　地域産学連携協力依頼

　地域や企業等が研究や地域貢献活動等について本学に協力を求める依頼

12　知財化支援

　特許権や商標権など知的財産の権利化に向けて行う支援
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・　［看護学部］道内の医療機関や市町村（保健師）の採用担当者、当該医療機関等に勤める卒業生

が参加するキャリア説明会を開催し、直接情報を得られる機会を提供する。

〔指標〕　［デザイン学部］専門教育科目「インターンシップ」において道内企業への理解が深まっ

たと認識した学生の割合：60％
〔指標〕　［看護学部］就職希望先の道内医療機関等に対する理解が深まったと認識した学生の割

合：80％
　 項目番号21  
・　地元企業等の競争力強化や地域の専門職の資質向上等に寄与する公開講座を開催する。

〔指標〕　職業人向け公開講座の開催：８件

　 項目番号22  
・　［看護学部］市内の病院等が参加する看護コンソーシアム13の会議を定期的に開催し、看護職の

スキル向上やキャリア形成に関する課題を共有するとともに、連携しながら必要な研修を企画、実

施する。

〔指標〕　看護コンソーシアムの研修において、スキル向上やキャリアの育成に効果を感じた受講生

の割合：80％
　２　地域社会への貢献に関する目標を達成するための措置

　 項目番号23  
・　市民がより良い生活を送るための新しい知見を獲得できるような生涯学習の機会提供や健康寿命

の延伸等をテーマとした市民向け公開講座を開催する。

・　公開講座受講者を対象にアンケートを実施し、講座内容の妥当性を確認する。

〔指標〕　公開講座の開催（職業人向けを除く。）：25件
〔指標〕　公開講座の受講（職業人向けを除く。）：630人
〔指標〕　公開講座の受講者満足度（職業人向けを除く。）：4.5（５段階評価）

　 項目番号24  
・　札幌市の各部局に対して受託研究・共同研究や地域産学連携協力依頼の制度等の活用を周知する

とともに、市の課題解決に向けた提案や市の事業・施策の推進に係る依頼を積極的に受け入れる。

〔指標〕　札幌市からの受託研究・共同研究依頼及び地域産学連携協力依頼の受諾：20件
　 項目番号25  
・　公式ウェブサイトにおける行政との連携事例の公開や、「研究・活動事例集」及び「教員研究紹

介」の活用により、道内市町村へ広報活動を行うとともに、道内市町村の振興・活性化に資する地

域産学連携協力依頼を積極的に受け入れる。

〔指標〕　行政からの地域産学連携協力依頼の受諾：15件

Ⅳ　教育・研究・地域貢献の取組を推進する大学運営に関する目標を達成するための措置

　１　教育・研究・地域貢献の取組を推進する連携・国際化・情報発信に関する目標を達成するための

措置

　 項目番号26  
・　サテライトキャンパスの利便性を有効活用し、市民や外部機関、他大学、行政等との連携を促進

する。

〔指標〕　外部機関や他大学等との連携の場としてのサテライトキャンパスの利用：2,500人
　 項目番号27  
・　同窓会との連携により社会で活躍している卒業生・修了生の講演会等を開催し、同窓の絆を深め

るとともに在学生の就業意欲向上等を図る。

〔指標〕　卒業生・修了生による講演会等の開催：１回

〔指標〕　卒業生・修了生による講演会への参加：20人/回
　 項目番号28  
・　海外提携校（承德医学院、清華大学美術学院、華梵大学、ラップランド大学）との交流活動を実

13　看護コンソーシアム

　本学を拠点として医療機関等と連携し、社会ニーズに対応できる看護システムの構築や看護の質を保証することなどを目指す共同

体
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施するとともに、他の海外校とも連携し、教職員及び学生の国際交流の機会を充実する。

〔指標〕　教職員・学生の派遣と受入：60人
〔指標〕　海外提携校との交流活動：提携校ごと１件

　 項目番号29  　【重点取組項目】

・　本学の特長である「D×N（デザインと看護の連携）」の取組を中心に、公式ウェブサイトやマ

スメディア等を通じて、受験生や保護者、市民や企業などステークホルダーごとに戦略的かつ効果

的な広報活動を展開する。

〔指標〕　公式ウェブサイトへのアクセス：295,000件
〔指標〕　プレスリリースの実施：10回
　 項目番号30  
・　デザイン及び看護関連の学術情報を収集し、図書館機能を充実させる。

・　学生向けの文献検索ガイダンスを実施し、修学・研究の円滑な遂行を支援する。

・　機関リポジトリ14を活用して、紀要や博士論文など、教員や学生の研究成果を学外に公表する。

〔指標〕　書籍、資料の購入：2,000冊
〔指標〕　文献検索ガイダンスの受講：延べ250人
〔指標〕　機関リポジトリによる研究論文等の公表：11件
　 項目番号31  
・　本学の活動内容について高校生や保護者の理解を深めるため、オープンキャンパス15の開催、進

学相談会及び出前授業等への参加など多様な機会を設けるとともに、高校教員を対象とする大学説

明会を開催する。また、前年度までの出願状況、入学後の成績及び入学者アンケート等の結果を分

析し、必要に応じて各種広報活動の内容や参加に係る見直しを行う。

〔指標〕　オープンキャンパスの開催：各キャンパス２回

〔指標〕　オープンキャンパスにおいて本学への理解が深まったと回答した参加者の割合：70％
〔指標〕　進学相談会及び出前授業等への参加：50件
〔指標〕　高校教員説明会の開催：各キャンパス１回

　２　大学運営の改善・効率化に関する目標を達成するための措置

　 項目番号32  
・　学内委員会等による定例的な各種会議の開催回数を見直し、運営効率化を図るとともに、学内委

員会等の統廃合について検討する。

・　事務局において、定例業務の更なる見直し・改善により効率化を図るなど、職員の超過勤務時間

の縮減に取り組む。

・　全教職員に対して有給休暇の取得を啓発し、ワーク・ライフ・バランス16の向上に取り組む。

〔指標〕　学内委員会等が開催する各種会議：400回以下

〔指標〕　全教職員の有給休暇取得率：40％
　 項目番号33  
・　教員の定員計画及び「本学が求める教員像」に基づき、退職者の補充など適切な教員採用を行

う。

〔指標〕　定員計画及び「本学が求める教員像」に基づく教員の採用

　 項目番号34  
・　適切に教員評価を実施するとともに、評価項目や配点などを検証し、必要に応じて次年度に向け

た制度や運用の見直し・改善を行う。

〔指標〕　教員評価項目や配点の検証・見直し：１回

14　機関リポジトリ

　研究成果の論文など、大学・研究機関とその構成員による知的生産物を電子的な形態で保存・管理し、原則的に無償で公開・発信

するために構築されたインターネット上のシステム

15　オープンキャンパス

　大学が施設内を公開し、特に入学を希望する者や考慮している者に対して大学への理解・関心を深めてもらうことを目的に開催す

る入学促進イベント

16　ワーク・ライフ・バランス

　仕事と生活の調和。やりがいや充実感を持ちながら働き、仕事上の責任を果たすとともに、家庭や地域生活等においても多様な生

き方が選択・実現できること。

　　１　平成３０年度年度計画
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　 項目番号35  
・　教育内容の充実や教員の資質向上を図るため、FD17研修会を実施するとともに、学外で開催さ

れる研修会の情報を適切に提供する。

〔指標〕　教育改善に資するFD研修の実施：７回

〔指標〕　教育改善に資するFD研修の受講：延べ200人
　 項目番号36  
・　職員が多彩な研修を受講できるよう研修機会を充実し、職員の能力向上を図る。

・　適切な人事異動を実施し、大学運営に求められる様々な知識・経験の蓄積を図る。

〔指標〕　職員を対象としたSD18研修への派遣：15回/年
〔指標〕　職員を対象としたSD研修の受講：延べ35人/年
〔指標〕　SD研修報告会の実施：１回/年

　３　自己点検・評価の実施・公表に関する目標を達成するための措置

　 項目番号37  
・　第二期中期目標期間の業務実績や平成30年度計画の進捗状況について、PDCAサイクル19による

自己点検・評価を適切に実施するとともに、札幌市地方独立行政法人評価委員会や認証評価20機関

等の評価結果を踏まえ、随時改善を図り、その結果を公式ウェブサイト等により公表する。

〔指標〕　年度計画に係る自己点検・評価の実施：半期ごと

　 項目番号38  
・　平成31年度計画の策定に当たり、前年度の実績見込みを参考に可能な限り各項目に適切な成果

指標を設定する。

〔指標〕　年度計画のうち「教育」「研究」「地域貢献」に関する目標の全項目に成果指標を設定

　４　財務内容の改善に関する目標を達成するための措置

　 項目番号39  
・　受託研究・共同研究・寄附金による成果事例を公式ウェブサイトで紹介するとともに、産学官

のマッチング等を趣旨とした展示会において「研究・活動事例集」や「教員研究紹介」のほか大学

グッズを配布するなど、自主財源の充実に向けたPR活動を積極的に行う。

〔指標〕　受託研究・共同研究の受入：15件
　 項目番号40  
・　戦略的な経費の確保に向け、管理的経費（消耗品費、備品購入費、印刷製本費、光熱水費等）の

削減を図る。

・　決算見込みを基に、適正な予算の執行管理を行う。

・　電気事業者の選定に向け、情報収集等を行う。

〔指標〕　一般管理費の節減額：170万円

　５　その他業務運営の適切な遂行に関する目標を達成するための措置

　 項目番号41  
・　保全計画に基づき、芸術の森キャンパスのA・B棟外壁等保全工事、G・H棟冷房設備更新工

事、エントランス棟及びD・E棟屋上・外壁保全工事実施設計を適正に実施する。

・　「キャンパスの活用等に関するプラン」に基づき、芸術の森キャンパスのC棟及びE棟に自動扉

を、桑園キャンパスの管理実習棟に多目的トイレを設置する。（項目番号11再掲）

・　平成29年度に作成した大学内の要修繕箇所のリストに基づき、引き続き、緊急度や予算の執行

状況を踏まえ、可能なものから速やかに修繕等を実施する。

〔指標〕　保全計画及び「キャンパスの活用等に関するプラン」に基づく計画的な執行

17　FD（Faculty Development）
　教員を対象に、授業内容・方法を改善し向上させるための組織的な研修等の取組

18　SD（Staff Development）
　職員を対象に、管理運営や教育・研究支援までを含めた資質向上のための組織的な研修等の取組

19　PDCA サイクル

　計画（plan）、実施（do）、検証（check）、改善（act）のサイクルを確実かつ継続的に繰り返すことにより、レベルアップを図ること。

20　認証評価

　学校教育法に基づき、文部科学大臣の認証を受けた評価機関による評価。大学の教育研究等の総合的な状況について、７年以内ご

とに受けることが義務付けられている。

　　１　平成３０年度年度計画
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　 項目番号42  
・　安全管理の徹底について、研修等の機会を通じて災害や感染症など有事の際の危機管理マニュア

ル等を周知する。

・　防災訓練の実施を通じて全学的な危機管理体制の検証・見直しを行い、学生や教職員等の安全を

確保する体制を強化する。

〔指標〕　リスク管理に関する研修の実施：１回

〔指標〕　防災訓練の実施：２回

　 項目番号43  
・　施設管理支援システム（CAFM）を活用し施設でのエネルギー使用状況を把握するとともに、

学生や教職員へ節電等の意識啓発及び省エネルギー対策に取り組む。

〔指標〕　電気使用量：1,650千kWh以下

〔指標〕　ガス使用量：426千㎥以下

〔指標〕　水道使用量：９千㎥以下

　 項目番号44  
・　個人情報の保護・管理に係る研修を行う。

・　関係法令及び情報セキュリティポリシー等を周知するとともに、遵守状況に関する定期的な点検

を実施する。

〔指標〕　情報セキュリティに関する研修の実施：１回

〔指標〕　情報セキュリティに関する研修の受講：全教職員

　 項目番号45  
・　コンプライアンス21に係る研修を行う。

・　教育・研究・地域貢献・大学運営のあらゆる場面において、関係法令及び学内規則等を遵守する

よう周知する。

〔指標〕　コンプライアンスに関する研修の実施：１回

〔指標〕　コンプライアンスに関する研修の受講：全教職員

　 項目番号46  
・　新任教員全員及び新規に研究費に関わる業務に着任した職員に対し、研究倫理教育の受講を促

す。

・　利益相反22に係わる申請に基づき、適切な管理を行う。

〔指標〕　研究倫理教育の受講：対象者23全員

　 項目番号47  
・　高大接続改革に関する国の公表内容を踏まえ、平成32年度から実施する本学の入学者選抜試験 
（平成33年度入試）について予告・公表する。

・　高大接続改革に関する高等教育政策の動向及び本学の入試改革について、FDを開催し学内共有

を図る。

〔指標〕　新テスト（大学入学共通テスト）に対応した平成33年度入試に係る情報の公表

〔指標〕　入試に関する学内FDの実施：１回以上

Ⅴ　予算（人件費の見積りを含む。）、収支計画及び資金計画

　別紙参照

Ⅵ　短期借入金の限度額

　１　短期借入金の限度額

　　２億円

21　コンプライアンス

　法令等を遵守することは元より、社会規範に反することなく高い倫理観に基づき務めを果たすこと。

22　利益相反

　外部との経済的な利益関係等により、公的研究で必要とされる公正かつ適正な判断が損なわれる、又は、第三者から懸念が表明さ

れかねない事態

23　対象者

　新任教員、新規に研究費の執行管理や研究倫理を担当する職員、研究倫理教育受講後５年を経た教員及び担当職員

　　１　平成３０年度年度計画
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　２　想定される理由

　　運営費交付金の受入遅延及び事故の発生等により、緊急に必要となる対策費として借り入れるこ

とが想定される。

Ⅶ　重要な財産を譲渡し、又は担保に供する計画

　　なし。

Ⅷ　剰余金の使途

　　決算において地方独立行政法人法第40条第１項に規定する残余が発生した場合、教育研究の質の

向上及び組織運営の改善その他札幌市が大学の運営上必要と認めた経費に充てる。

Ⅸ　施設及び設備に関する計画

１　施設整備

　　・　芸術の森キャンパスＧ・Ｈ棟冷房設備更新工事　予算額：57,600千円

　　・　芸術の森キャンパスＡ・Ｂ棟外壁等保全工事　 予算額：84,812千円

　　・　芸術の森キャンパスエントランス棟及びＤ・Ｅ棟屋外・外壁保全工事実施設計　予算額：

3,588千円

２　キャンパスプラン

　　・　芸術の森キャンパスＣ・Ｅ棟自動扉設置工事　予算額：21,000千円

　　・　桑園キャンパス管理実習棟車椅子トイレ設置工事　予算額：6,000千円

　　（注）金額については見込みであり、上記のほか、業務の実施状況に応じた施設・設備の改善や、

老朽度合いに応じた改修等を追加することもあり得る。

Ⅹ　人事に関する計画

１　教職員の採用

・　教員の定員計画及び「本学が求める教員像」に基づき、退職者の補充など適切な教員採用を行

う。（再掲）

・　職員については、定年退職等の時期に基づき、計画的な採用を行う。

２　教職員の育成

・　教育内容の充実や教員の資質向上を図るため、FD研修会を実施するとともに、学外で開催され

る研修会の情報を適切に提供する。（再掲）

・　職員が多彩な研修を受講できるよう研修機会を充実し、職員の能力向上を図る。（再掲）

・　適切な人事異動を実施し、大学運営に求められる様々な知識・経験の蓄積を図る。（再掲）

３　ワーク・ライフ・バランスの向上

・　学内委員会等による定例的な各種会議の開催回数を見直し、運営効率化を図るとともに、学内

委員会等の統廃合について検討する。（再掲）

・　事務局において、定例業務の更なる見直し・改善により効率化を図るなど、職員の超過勤務時

間の縮減に取り組む。（再掲）

・　全教職員に対して有給休暇の取得を啓発し、ワーク・ライフ・バランスの向上に取り組む。

（再掲）
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別紙　予算（人件費の見積りを含む。）、収支計画及び資金計画

1．予算　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：百万円）

区　　　分 金　　　額

収入

　運営費交付金 1,531

　施設整備費補助金 146

　授業料等収入 451

　受託研究等収入及び寄附金収入 23

　その他収入 24

　目的積立金取崩 73

計 2,248

支出

　教育研究経費 453

　受託研究等経費及び寄附金事業費等 23

　人件費 1,309

　一般管理費 317

　施設整備費 146

計 2,248

　　１　平成３０年度年度計画
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2．収支計画　　　　　　　　　　　　　　　（単位：百万円）

区　　　分 金　　　額

費用の部

　経常費用 2,158
　　教育研究経費 416
　　受託研究等費 19
　　人件費 1,309
　　一般管理費 288
　　財務費用 2
　　減価償却費 124
収益の部

　経常収益 2,085
　　運営費交付金収益 1,509
　　授業料等収益 478
　　受託研究等収益 19
　　寄付金収益 4
　　資産見返運営費交付金戻入 41
　　資産見返寄附金戻入 3
　　資産見返物品受贈額戻入 7
　　資産見返補助金戻入 0
　　雑益 24
　　　その他収益 24
　純利益（純損失） △73
　目的積立金取崩益 73
　総利益（総損失） 0

3．資金計画　　　　　　　　　　　　　　　（単位：百万円）

区　　　分 金　　　額

資金支出 2,549
　業務活動による支出 2,005
　投資活動による支出 168
　財務活動による支出 75
　翌年度への繰越金 301
資金収入 2,549
　業務活動による収入 2,029
　　運営費交付金による収入 1,531
　　授業料及び入学金検定料による収入 451
　　受託研究等による収入 19
　　寄付金による収入 4
　　その他収入 24
　投資活動による収入 146
　　施設費による収入 146
　前年度よりの繰越金 374

　　１　平成３０年度年度計画
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２　平成３０年度決算

（単位：百万円）

区　分 予算額 決算額 差額（決算－予算） 備　考

収入

　運営費交付金 1,531 1,531 －

　施設整備費補助金 146 146 0

　授業料等収入 451 460 9

　受託研究等収入及び寄附金収入 23 7 △ 16 （注1）

　その他収入 24 20 △ 4

　目的積立金取崩 73 － △ 73 （注2）

　前中期目標期間繰越積立金取崩 － 73 73 （注2）

計 2,248 2,237 △ 11

支出

　教育研究経費 453 414 △ 39 （注3）

　受託研究等経費及び寄附金事業費等 23 6 △ 17 （注1）

　人件費 1,309 1,211 △ 98 （注3）

　一般管理費 317 319 2

　施設整備費 146 146 0

計 2,248 2,096 △ 152

収入－支出 － 141 141

○　予算と決算の差異について

（注1）　受託研究の契約額が減少しました。

（注2）　第三期中期目標期間の初年度であったことから、前中期目標期間繰越積立金より取り崩しました。

（注3）　教員の欠員により、減少しました。

　　２　平成３０年度決算
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３　教職員数（平成31年3月31日現在）

　1）　学部別教員数　　　　　　　　　（単位：名）

学 長 1

副 学 長 1

デ ザ イ ン 学 部 34

看 護 学 部 44

合計 80

　2）　職位別教員数 （単位：名）

教授

（特任教授を

含む）

准教授 講師 助教 助手 計 非常勤講師

デザイン学部
男 11 8 6 3 0 28 24

女 1 3 3 0 0 7 13

看 護 学 部
男 0 2 1 1 0 5 44

女 10 9 10 5 6 40 24

合計 23 22 20 9 6 80 105

　3）　職員数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：名）

事務系 教務系 技術・技能系 医療系 その他 計

男 27 2 0 0 0 29

女 44 2 0 0 0 46

合計 71 4 0 0 0 75

　　３　教職員数
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４　管理職一覧表（平成31年3月31日現在）

役職名 教職員名

学長 中島　　秀之

副学長兼看護学部長 樋之津　淳子

デザイン学部長 細谷　　多聞

看護学研究科長 松浦　　和代

デザイン研究科長 石井　　雅博

地域連携研究センター長 上遠野　　敏

附属図書館長 川村　三希子

事務局長 川上　佳津仁

事務局次長兼桑園事務室長 阿部　　　大

事務局総務課長 石原　　荘史

事務局地域連携課長 上田　　理子

事務局学生課長 福原　　啓祐

事務局桑園担当課長 布廣　　成規

　　４　管理職一覧表　
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５　学生定員及び学生数（平成30年5月1日現在）

　1）　学生定員　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：名）

学部 入学定員 3年次編入学定員 総定員

デザイン学部 85 10 360

看護学部 80 10 340

合計 165 20 700

2）　学生数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：名）

学部 学年
男女別

計
男 女

デザイン学部

1学年 19 70 89

2学年 25 67 92

3学年 30 66 96

4学年 29 63 92

看護学部

1学年 4 78 82

2学年 4 81 85

3学年 7 82 89

4学年 10 86 96

助産学専攻科 0 11 11

合計 128 604 732

研究科 学年
男女別

計
男 女

デザイン研究科

博士前期課程

1学年 8 7 15

2学年 8 12 20

看護学研究科

博士前期課程

1学年 4 6 10

2学年 6 19 25

合計 26 44 70

研究科 学年
男女別

計
男 女

デザイン研究科

博士後期課程

1学年 0 0 0

2学年 1 1 2

3学年 5 3 8

看護学研究科

博士後期課程

1学年 1 2 3

2学年 0 1 1

3学年 1 4 5

合計 8 11 19

　　５　学生定員及び学生数
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　3）　科目等履修生・聴講生・研究生　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：名）

学部 科目等履修生 聴講生 研究生 計

デザイン学部 0 0 0 0

看護学部 1 0 0 1

合計 1 0 0 1

研究科 科目等履修生 聴講生 研究生 計

デザイン研究科 0 0 17 17

看護学研究科 7 0 0 7

合計 7 0 17 24

６　授業料等
（単位：円）

区分 検定料
入学料

授業料
札幌市内居住者 札幌市外居住者

学部生 17,000 141,000 282,000 535,800

科目等履修生・聴講生 9,800 14,100 28,200 1単位につき 14,800

研究生 9,800 42,300 84,600 月額29,700

７　奨学金貸与・授業料減免実施状況（平成31年３月31日現在）

　奨学金利用状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：名）

学年
日本学生支援機構

その他 計
給付型 第1種 第2種

学部1年生 5 50 30 6 91

学部2年生 1 52 32 2 87

学部3年生 − 54 40 2 96

学部4年生 − 42 32 3 77

助産学専攻科 − 5 3 5 13

研究科（博士前期）1年生 − 5 4 1 10

研究科（博士前期）2年生 − 4 4 2 10

研究科（博士後期）1年生 − 0 0 0 0

研究科（博士後期）2年生 − 0 0 0 0

研究科（博士後期）3年生 − 1 0 0 1

合計 6 213 145 21 385

　　６　授業料等　７　奨学金貸与・授業料減免実施状況
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　授業料減免実施状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：名）

学年 学期 全額減免者 半額減免者
学長の定める額

免除者
計

学部1年生
前期 0 10 8 18

後期 0 14 3 17

学部2年生
前期 0 17 4 21

後期 0 19 4 23

学部3年生
前期 0 20 4 24

後期 0 19 3 22

学部4年生
前期 0 25 3 28

後期 0 24 7 31

助産学専攻科
前期 0 1 2 3

後期 0 2 1 3

研究科（博士前期）

1年生

前期 0 3 2 5

後期 0 3 0 3

研究科（博士前期）

2年生

前期 0 1 0 1

後期 0 2 0 2

合計
前期 0 77 23 100

後期 0 83 18 101

　　７　奨学金貸与・授業料減免実施状況
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８　学生の入選・受賞（デザイン学部・デザイン研究科）

入選・受賞

年月
氏名 タイトル及び入賞・受賞の別 主催者

平成30年5月

【最優秀賞】和根﨑海（デザイン学部4年）

【優秀賞】倉持歩（デザイン研究科博士前

期課程2年）、山岡美紗希（デザイン学部4
年）、宮浦志穂（デザイン学部3年）

「AIRDO就航20周年ステッカーデ

ザイン」最優秀賞・優秀賞を受賞
㈱AIRDO

平成30年6月

【優秀賞】船山哲郎、神守優二、坂元文、

河口紘亮、田邊和音、本田友希、蓑島福

子、山本麗（デザイン研究科）、横山萌、

原雅司（デザイン学部4年）

札幌市の公用車（燃料電池自動車）

のラッピングデザインに採用、優秀

賞を受賞

札幌市（環境局）

平成30年7月
【最優秀賞】森瑞紀（デザイン学部4年）

【優秀賞】荒谷祐衣、石井桃子（デザイン

学部3年）、喜多音葉（デザイン学部2年）

創造都市さっぽろWAONカードを

デザイン、最優秀賞・優秀賞を受賞

イオングループ

（イオン北海道

㈱・マックスバ

リュ北海道㈱）

平成30年11月 チーム名：Quotecha（西内寛大、村上龍

司、清水康志、中津正樹、河原美紗都）

東京国際プロジェクションマッピン

グアワード　Vol.3にノミネート

東 京 国 際 プ ロ

ジェクションマッ

ピングアワード実

行委員会

平成31年2月 野崎鹿苑（デザイン学部2年）

Asia Digital Art Award FUKUOKA 
2018　学生カテゴリー　静止画部

門　作品「METAL IKAMESHI」
入賞

2018アジアデジ

タルアート大賞

展実行委員会

平成31年2月 塩田茉利衣（デザイン学部卒業生）

「 第 2 4 回 学 生 C G コ ン テ ス ト

Campus Genius Contest」にお

いて作品「ジョウロの交信」が

Wacom Intuos Pro賞・パートナー

賞を受賞

（公財）画像情報教

育振興協会

平成31年3月 【優秀賞】石井桃子（デザイン学部3年）
「厚別区誕生30周年」記念ロゴ

マークをデザイン、優秀賞を受賞
札幌市（厚別区）

　　８　学生の入選・受賞（デザイン学部・デザイン研究科）
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９　学生の課外活動

公認団体

1 バスケットボール部

2 軽音楽部「halo」

3 美術部「noumenon」

4 YOSAKOIソーラン部「～真花～」

5 デザイン部「GNING」

6 服飾制作部「Alice」

7 写真映像部「SEED」

8 演劇部「デンコラ」

9 茶道部「Cha部」

10 野球部「ウップス！」

11 バレーボール部

12 絵本ボランティアサークル「しゃぼん玉」

13 フットサルサークル「SCUギャラクシー」

14 創作活動サークル「創-KIZ-」

15 ダンスサークル「VOLUME」

16 カレー研究サークル「SCUカレー研究会」

17 スポーツサークル「すぽさ」

18 アウトドアサークル「PEAK」

19 アルティメットサークル「Fly☆Fly」

20 バドミントンサークル

21 吹奏楽サークル「芸術の森 音楽隊」

22 国際協力／ボランティアを考える同好会「AMIGO」

23 地域交流ボランティア同好会「act」

24 備災同好会「EZO学さいぼー」

25 SCUスイーツ同好会「スイ研」

26 総合スポーツ同好会「Force」

27 アナログゲーム同好会「OFF」

28 ものづくり組（もの組）

29 SCUトレーニング同好会「金肉」

30 ふまねっと同好会「COC　STUDENTPLAZA」

31 日本語デザイン研究会「しろ」

　　９　学生の課外活動
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１０　後援会

　後援会（平成 19 年 2 月発足）は、学生の福利厚生の推進等、学生生活の充実に向けて必要な支援を行い、

教育目的の達成に寄与することを目的として活動している。

（平成 30 年度）

役員

（会　長）佐々木　佳造

（副会長）宮浦　哲也

（理　事）滝波　武仁、勝俣　信俊、河波　秀旭、江渡　政恵、川嶋　嘉史、髙野　祐子、

　　　　　石井　敏三、近　圭司

（監　事）宇佐美　晴己、橋本　和幸

主な事業

・課外活動（部活動、大学祭、地域ボランティア活動等）支援

・就職対策（就職試験対策、就職講話、資格取得支援、国家試験対策）

・後援会報「SSA News」発行

後援会費 40,000円（ただし、編入学者は20,000円、助産学専攻科生は10,000円）

１１　教育・研究刊行物一覧

発行年月 名称

平成30年4月 平成30年度履修要項<履修の手引き>デザイン学部・看護学部

平成30年4月 平成30年度学生生活ハンドブック

平成30年5月 2019大学案内

平成30年5月 平成31年度デザイン学部3年次編入学学生募集要項

平成30年5月 平成31年度学生募集要項（デザイン研究科 博士前期課程 推薦選抜）

平成30年5月 平成31年度学生募集要項（デザイン研究科 博士前期課程 一般選抜・特別選抜）

平成30年5月 平成31年度入学者選抜要項（デザイン学部・看護学部）

平成30年6月 平成31年度学生募集要項（デザイン研究科 博士後期課程）

平成30年6月 平成31年度看護学部3年次編入学学生募集要項

平成30年6月 平成31年度学生募集要項（看護学研究科 博士前期課程）

平成30年6月 平成31年度学生募集要項（助産学専攻科）

平成30年7月 SCU JOURNAL OF DESIGN & NURSING2018 札幌市立大学研究論文集第12巻第1号

平成30年7月 札幌市立大学研究・活動事例集2018

平成30年7月 札幌市立大学教員研究紹介2018

平成30年7月 平成31年度学生募集要項（看護学研究科 博士後期課程）

平成30年8月 平成31年度学生募集要項（デザイン学部・看護学部 特別選抜）

平成30年10月 平成31年度学生募集要項（デザイン学部・看護学部 一般選抜）

平成30年10月 平成31年度学生募集要項（デザイン研究科 博士前期課程 第2次募集）

平成30年11月 平成31年度学生募集要項（看護学研究科 博士前期課程 第2次募集）

平成31年1月 札幌市立大学附属図書館ニュースレターのほほん第12号

平成31年3月 デザイン学部・デザイン研究科卒業修了研究展（2019 図録）

平成31年3月 札幌市立大学後援会 会報2019（SSA NEWS）

　　１０　後援会　１１　教育・研究刊行物一覧
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１２　施設

　1）　校地・校舎、講義室・演習室等の面積

（平成31年3月31日現在）

区分
校地・校舎 講義室・演習室等

校地面積（㎡） 校舎面積（㎡） 総数 面積（㎡）

芸術の森キャンパス 167,617 23,087 53 5,696

桑園キャンパス 18,152 12,367 30 3,132

合計 185,769 35,454 82 8,828

サテライトキャンパス 178 178 2 152

まこまないキャンパス 764.43 764.43 6 485

　2）　芸術の森キャンパス・桑園キャンパス・サテライトキャンパス・まこまないキャンパス

（施設配置図・校舎配置図）

市立札幌病院
看護師宿舎・保育園

棟
院
学
大

E棟
（専攻科棟）

B棟
（専門教育B棟） A棟

（専門教育A棟）

C棟
D棟

（クローバーホール）

棟
H

）
棟
部
本
（

）
棟
育
教
般一
（棟
G

F棟
（大学院棟）

E棟

　　１２　施設

芸術の森キャンパス

〒005-0864
北海道札幌市南区芸術の森1丁目

TEL：011-592-2300（代）

FAX：011-592-2369

桑園キャンパス

〒060-0001
北海道札幌市中央区北11条西13丁目

TEL：011-726-2500（代）

FAX：011-726-2506

市立札幌病院
看護師宿舎・保育園

棟
院
学
大

E棟
（専攻科棟）

B棟
（専門教育B棟） A棟

（専門教育A棟）

C棟
D棟

（クローバーホール）

棟
H

）
棟
部
本
（

）
棟
育
教
般一
（棟
G

F棟
（大学院棟）

E棟
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サテライトキャンパス

〒060-0004
北海道札幌市中央区北4条西5丁目 アスティ45ビル12階
TEL：011−218−7500（代）

FAX：011−218−7507

〈施設平面図〉
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まこまないキャンパス

〒005-0014
北海道札幌市南区真駒内幸町2丁目2-2まこまる（旧真駒内緑小学校）内

TEL：011−596−6675
FAX：011−596−6676

鉄
下
地

線
北
南真駒内

曙中学校
真駒内
曙中学校

まこまない
キャンパス
まこまない
キャンパス

真駒内
中学校

N16

図書室・談話室 健康
応援室

準備室

倉庫

ホームルーム事務室

A組

B組

講堂

N

2F1F

中央入口

〈まこまないキャンパス施設平面図〉

　　１２　施設
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芸術の森キャンパス〈校舎配置図〉
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作詞：後藤優太・首藤翠（デザイン学部 第4期生）

作曲：堀　彩菜（デザイン学部 第3期生）

力強く風が吹き抜ける

新たな希望をたずさえて

さあ飛び出そう

翼広げて

光の指す方へと

僕らには創りあげる手がある

僕らには支えあえる手がある

あの地平の彼方にはきっと

君の染める世界がある

ともに笑いともに競った仲間たち

これからは別々の道を往く

強い風に吹かれ

立ち止まりかけても

恐れず歩き続けて

僕らには導く能力（ちから）がある

僕らには差し伸べる精神（こころ）がある

その壁の向こうにはきっと

君を待つ世界がある

僕らには創りあげる手がある

僕らには支えあえる手がある

同じ空の下には今も

走り続ける仲間がいるだろう

　　１４　札幌市立大学　大学歌『みらいの手』
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